
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Dentistry〉 School of Oral Health and Welfare [⇒Japanese]

Anatomy · Physiology · Biochemistry 4 units (compulsory) 1st-year(1st semester, 2nd semester), 2nd-year(1st semester)

Hiroki Iga〈Manager〉 · Professor / Fundamental Oral Health Science, School of Oral Health and Welfare, Tatsuji Haneji · Professor / Histology and Oral Historogy, Course in Dentistry, Kazuo Hosoi · Professor / Physiology, Course in Dentistry

Takafumi Noma · Professor / Biochemistry, Course in Dentistry, Masaru Hada · Professor / Oral Health Science and Social Welfare, School of Oral Health and Welfare

Masami Yoshioka ·Associate Professor / Oral Health Science and Social Welfare, School of Oral Health and Welfare, Kaya Yoshida ·Associate Professor / Fundamental Oral Health Science, School of Oral Health and Welfare

Including Lectures〉
� “Anatomy · Physiology”
� “Biochemistry”

Style〉 Lecture
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217230
Contact〉
⇒羽地 達次 (tat-hane@dent.tokushima-u.ac.jp/4F口腔解剖学第二・教授室/

633-7321) (Office Hour: 月∼ 金17:00∼ 18:00)
⇒細井 和雄 (hosoi@dent.tokushima-u.ac.jp/6F口腔生理学・教授室/633-732

3) (Office Hour: 月∼ 金17:00∼ 18:00)
⇒野間 隆文 (ntaka@dent.tokushima-u.ac.jp/5F分子医科学・第1研究室/ 633-

7326) (Office Hour: 月∼ 金16:00∼ 18:00)
⇒羽田 勝 (hada@dent.tokushima-u.ac.jp/6F口腔保健学科・第1研究室/633-9

171) (Office Hour: 月∼ 金17:00∼ 18:00)
⇒伊賀 弘起(iga@dent.tokushima-u.ac.jp/5F口腔保健学科・教授室/633-7963)

(Office Hour: 月∼ 金17:00∼ 18:00)
⇒吉岡 昌美 (masami@dent.tokushima-u.ac.jp/6F口腔保健学科・第1研究室/

633-9171) (Office Hour: 月∼ 金17:00∼ 18:00)
⇒吉田 賀弥 (kaya@dent.tokushima-u.ac.jp/5F口腔保健学科・第3研究室/633

-7898) (Office Hour: 月∼ 金17:00∼ 18:00)

Anatomy · Physiology 3 units (compulsory)

1st-year(1st semester, 2nd semester)

Target〉 個体発生の仕組みや，人体の構造を理解する．
Outline〉 精子・卵子から胎児の成長に至るまでの個体発生の仕組みを解説する．
全身を系統別に分けて人体の大要を示す．それぞれの系統について，肉眼解
剖的構造及び組織学的構造を解説し，歯科衛生士として必要な解剖学の知識
を教授する．

Style〉 Lecture

Location〉 講義形式 (パワーポイント，プリントなどを適宜用いる)
Notice〉 解剖学・生理学の授業では授業計画の「内容」の欄に各講義事項のキー
ワードを掲載している． 1◯受講者は各回のキーワードについて事前に予習し
て理解した内容を簡潔に纏めること． 2◯受講者は毎回受講後に学習成果を基
にキーワードについて再度内容を簡潔に纏めること． また予習の内容と復習
の内容を比較して学習成果を確認すること． 3◯試験は全講義数の 2/3以上の
出席を満たしている者に対して行う． 4◯予習，復習をすることが出席評価に
含まれる．

Goal〉
1.細胞の基本構造，構成要素とその働きを説明できる．
2.生体を構成する分子を列挙できる．
3.細胞膜の構造と機能を説明できる．
4.細胞分裂の機序を説明できる．
5.遺伝情報発現の機序を説明できる．
6.個体の発生を概説できる．
7.骨の基本構造と結合様式を説明できる．
8.骨の代謝について説明できる．
9.筋の一般構造を説明できる．

10.筋収縮の機序を説明できる．
11.心臓や動脈，静脈の構造を説明できる．
12.肺循環，体循環，リンパ循環を説明できる．
13.リンパ性組織とリンパ性器官を説明できる．
14.血液の機能，止血と凝固系を説明できる．
15.消化管の基本構造と機能を説明できる．
16.肝臓の構造と機能および胆汁の分泌を説明できる．
17.膵臓の構造および外分泌腺と内分泌腺の特徴を説明できる．
18.消化管ホルモンの機能や，消化管運動の制御機序を説明できる．
19.喉頭，気管，気管支，肺の構造と機能を説明できる．
20.呼吸の調節機序を説明できる．
21.腎臓と尿路の構造と機能を説明できる．
22.尿生成の機序を説明できる．
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23.生殖器の構造と機能を説明できる．
24.各内分泌器官の構造と機能および分泌されるホルモンを説明できる．
25.ニューロンの構造と興奮伝達を説明できる．
26.中枢神経系，末梢神経系の構造と機能を説明できる．
27.自律神経系の構造と機能を説明できる．
28.感覚器と感覚受容体を説明できる．

Schedule〉
大項目 中項目 内容 到達目標 担当

1. 人体の構成 細胞の構造 解剖学の意義と重要性 1-5 伊賀
2. 〃 細胞の構造 細胞の基本構造，細胞の死，組織と器官 〃 吉田
3. 人体の構成 細胞膜 細胞膜の透過性，分泌 〃 細井
4. 〃 〃 静止電位，活動電位，情報伝達 〃 〃
5. 人体の構成 遺伝情報の発現 核と染色体，細胞分裂 〃 吉田
6. 〃 〃 遺伝子 〃 〃
7. 〃 〃 転写と翻訳 〃 〃
8. ヒトの発生 受精・着床 減数分裂，卵割，胚葉形成 6 〃
9. 〃 胎児の成長 胚子期，胎児期 〃 〃

10. 〃 〃 顔面・口腔の発生 〃 〃
11. 骨格系 全身の骨格，骨の結合 体を構成する骨，関節 7 8 〃
12. 〃 骨の構造 骨の形態，骨組織，骨代謝 〃 〃

13. 筋系 筋の一般構造 起始・停止，筋の分類，補助装置，体を
構成する筋 9 10 〃

14. 〃 筋の組織構造 横紋筋，平滑筋 〃 〃
15. 〃 筋収縮 筋収縮のメカニズム 〃 〃
16. 脈管系 血管 循環，血管の構造，毛細血管 11-14 〃
17. 〃 心臓 心臓の構造 〃 〃
18. 〃 〃 刺激伝導系，心電図 〃 〃
19. 〃 リンパ系 リンパ管，リンパ節，胸腺，脾臓 〃 〃
20. 〃 血液 血液の成分，止血・凝固，血液型 〃 〃
21. 消化器系 消化管 消化管の組織構造 15-18 〃
22. 〃 〃 食道，胃，小腸，大腸 〃 〃
23. 〃 消化腺 肝臓の構造と機能 〃 〃

24. 〃 〃 膵臓の構造と機能 〃 〃
25. 〃 消化と吸収 消化管運動の神経支配 〃 〃
26. 〃 〃 消化酵素，消化管ホルモン 〃 〃
27. 呼吸器系 喉頭・気管の構造 喉頭，声帯・声門，気管・気管支 19 20 〃
28. 〃 肺の構造 肺の区分，肺胞，胸郭 〃 〃
29. 〃 呼吸 呼吸運動，肺気量，ガス交換，呼吸中枢 〃 〃
30. 泌尿器系 腎臓，尿管，膀胱の構造 ネフロン (腎小体・尿細管)，腎臓の血管系 21 22 〃

31. 〃 尿の生成，排尿 濾過，再吸収と分泌，クリアランス，蓄
尿・排尿反射 〃 〃

32. 生殖器系 男性生殖器の形態と機能 精巣，精子形成 23 〃
33. 〃 女性生殖器の形態と機能 卵巣，性周期と排卵 〃 〃
34. 〃 性ホルモン 性ホルモンの種類・調節 〃 〃

35. 内分泌系 ホルモン ホルモンの分類・作用機序，ホルモンの
分泌調節機構 24 〃

36. 〃 内分泌器官 視床下部，下垂体 〃 〃
37. 〃 〃 甲状腺，副甲状腺，副腎 〃 〃
38. 神経系 神経系の一般特性 分類，ニューロン 25-27 〃

39. 〃 興奮の伝達 神経系:中枢神
経系 静止電位と活動電位，シナプス，反射 〃 〃

40. 〃 中枢神経系 脳・脊髄の構造と機能 〃 〃
41. 〃 末梢神経系 脊髄神経 〃 〃
42. 〃 体性神経系 運動神経と感覚神経 〃 〃

43. 〃 自律神経系 交感神経と副交感神経，自律神経系の神
経伝達物質と受容体 〃 〃

44. 感覚器系 感覚 感覚の種類と特徴 28 〃
45. 〃 体性感覚と内臓感覚 皮膚感覚，臓器感覚，内臓感覚 〃 〃

Evaluation Criteria〉 筆記試験を行い，成績が 100点満点で 60点以上の者を合
格とする．

Re-evaluation〉 必要に応じて行う．
Textbook〉 人体の構造と機能，全国歯科衛生士教育協議会編集 医歯薬出版株式
会社，2010

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=221562

— 2 —

http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=221562


The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Dentistry〉 School of Oral Health and Welfare

Biochemistry 1 unit (compulsory) 2nd-year(1st semester)

Target〉 生体構成成分について理解し，疾病治療や口腔ケアにおける栄養代謝の
意義をつかむ．

Outline〉 私たちの体を構成する分子は食物を摂食，嚥下，吸収という過程を経
て，栄養素として摂取される．その栄養素がどのように代謝され，どのよう
に体に影響を与えているかを理解するとともに，適切な栄養摂取の方法につ
いて理解することで，疾病や口腔ケアにおいて実践する基礎力をつける．

Style〉 Lecture
Manner〉 教科書と参考資料を使用して講義を行う．
Location〉 2年 (前期)月曜 3時限目 第 6講義室
Notice〉 生化学の授業では授業計画の「内容」の欄に各講義事項のキーワードを
掲載している． 1◯受講者は各回のキーワードについて事前に予習して理解し
た内容を簡潔に纏めること． 2◯受講者は毎回受講後に学習成果を基にキー
ワードについて再度内容を簡潔に纏めること．また予習の内容と復習の内容
を比較して学習成果を確認すること． 3◯試験は学生便覧の歯学部規則を満た
している者に対して行う．

Goal〉
1.人体の構成成分と栄養素について説明できる．
2.栄養素の消化・吸収について説明できる．
3.エネルギー代謝について説明できる．
4.栄養素の代謝との関わりを説明できる．
5.疾病と栄養との関わりを説明できる．
6.遺伝子の構造・機能と病気との関わりについて説明できる．
7.口腔ケアとはなにか説明できる．

Schedule〉
大項目 担当

1. 代謝総論 野間
2. 栄養素の構造と機能 (1) 〃
3. 栄養素の構造と機能 (2) 〃
4. 酵素 〃
5. 物質代謝 (1) 〃
6. 物質代謝 (2) 〃
7. 物質代謝 (3) 〃

8. 物質代謝 (4) 〃
9. 物質代謝 (5) 〃

10. 物質代謝 (6) 〃
11. 代謝の結合 〃
12. 遺伝情報 (1) 〃
13. 遺伝情報 (2) 〃
14. 代謝疾患 〃
15. 口腔ケアとは何か 〃
16. 試験 吉岡

Evaluation Criteria〉 筆記試験で 100点満点中 60点以上を合格とする．
Re-evaluation〉 行う．
Textbook〉 臨床生化学 (2,600円+税)MCメディカ出版
Reference〉 病態栄養専門師のための病態栄養ガイドブック 3,675円 メジカル
ビュー社

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217330
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